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金沢製鉄遺跡群金沢製鉄遺跡群金沢製鉄遺跡群金沢製鉄遺跡群    製鉄炉製鉄炉製鉄炉製鉄炉のののの変遷変遷変遷変遷

    

    

私には左側下の図 14 の解釈が明確にはできていませんので、正しく理解はできていませんが・・・・・・ 

図 14 の右図は鉄滓量を時期別に製鉄炉と流出鉄滓それぞれを 100%表示していると思われます 

Ⅱ・Ⅲ期→Ⅳ・Ⅴ期に箱型製鉄炉が大型化し、且つ流出鉄滓大量に出ていることをこれらの図は示している。    

一方 この時期に出現した竪型炉の鉄滓量はあまり多くない。                      

流出鉄滓の急増は 箱型炉の大型化や製鉄炉が高温になり、溶融鉄（銑鉄化）が進んでいることを例示か・・・・。 
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                                                                2013.8.13.2013.8.13.2013.8.13.2013.8.13.    by Mutsu Nakanishiby Mutsu Nakanishiby Mutsu Nakanishiby Mutsu Nakanishi    

古代大古代大古代大古代大和和和和のののの東北対応東北対応東北対応東北対応のののの最前線最前線最前線最前線    福島県福島県福島県福島県    武井製鉄遺跡群武井製鉄遺跡群武井製鉄遺跡群武井製鉄遺跡群のののの場所場所場所場所・・・・年代年代年代年代ともともともとも近接近接近接近接するするするする沢入沢入沢入沢入 BBBB・・・・大清水大清水大清水大清水 BBBB のののの両遺跡両遺跡両遺跡両遺跡からからからから        

関西関西関西関西でででで育育育育まれたまれたまれたまれた箱型炉箱型炉箱型炉箱型炉とととと東北東北東北東北でででで育育育育まれたまれたまれたまれた縦型炉縦型炉縦型炉縦型炉のののの異異異異なるなるなるなる 2222 つのつのつのつの製鉄炉製鉄炉製鉄炉製鉄炉がががが出土出土出土出土したしたしたした                

 

新発見展ではよく分からなかった古代大和の東北経営の最前線に鉄を供給した陸奥南の武井・金沢製鉄遺跡群 

の製鉄炉の変遷が下記2つの資料から明らかになった。 

    資料 1. 平成 22年東北芸術工科大学シンポ予稿集「東北古代の変動 - 火山灰と鉄 -」 

     ◎ 東北古代製鉄の東アジア的位置づけ   村上恭通 

      ◎ 陸奥南部における古代鉄生産      飯村 均  

    資料 2. 岩手博物館の研究報告28号(2011.3月) P13-34   関博充・女鹿潤哉・赤沼英男                                                                   

「古代仙台平野における鉄生産活動について -宮城県柏木遺跡検出竪型炉の再検討を通して- 」 

これらの資料により、陸奥南 金沢・武井製鉄遺跡群の製鉄炉の変遷を取りまとめると次のとおりである。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

◎ 7777 世紀後半世紀後半世紀後半世紀後半 古代大和の東北蝦夷対応の最前線 福島県金沢・武井製鉄遺跡群では近江等大和で 

育まれた鉄アレイ型の箱型製鉄炉が登場し、さらに鉄の安定量産立地から、山の尾根から、山

の斜面に場所を移し、製鉄炉が重複して作られるようになる。  

◎ 8888 世紀中葉世紀中葉世紀中葉世紀中葉になると中国にルーツを持ち、東国で育まれた最新の踏み鞴と大型羽口を持つ半地下

式竪型炉が現れ、箱型炉と併用されるようになる。 

この踏み鞴付き竪型炉の出現は、炉の送風・温度安定と高温化を生み、箱型炉の操業にも大き 

な影響を及ぼしたであろうことはまちがいない。   

◎ 8888 世紀後半世紀後半世紀後半世紀後半からからからから 9999 世紀初世紀初世紀初世紀初めめめめには、量産効果をさらに高めるため、箱型炉にも足踏み鞴を付けた大

型の長方形箱型炉が登場し、タイプの異なる2つの製鉄炉が並立する時代を迎える。 

◎ 9999 世紀中葉世紀中葉世紀中葉世紀中葉には足踏み鞴を付けた大型の長方形箱型炉を並べて設置するようになり、鉄の大量生

産化がすすむ。 一方、東国・東北で育まれた竪型炉は消えてゆくという。 



 

踏み鞴付竪型炉の出現が その後のこの地区での鉄の生産ならびに製鉄炉の構造に大きな影響を与えたことがよく分

かる。大和の先端技術としてもたらされた鉄アレイ型の箱型炉が、時を経て 竪型炉とともに導入された踏み鞴の技術

が、竪型炉にと止まらず、箱型炉にも長方形大型化の構造変化をもたらし、鉄の大量生産化をもたらした。      

また、同時にこの鞴の導入は製鉄炉操業で炉温の安定高温化を可能にし、鉄原料（砂跌・鉄鉱石）の溶融・浸炭を促し、 

炉内で大量の溶融銑鉄を形成することを可能にする。  

たたら製鉄では比較的低温で砂鉄を半溶融還元して比較的炭素が低く靭性に富む玉鋼を形成するのが 

中心技術ですが、高温操業すると 鉄原料は溶融し、浸炭して 脆くて硬いが融点の低い銑鉄（鋳物銑・ずく） 

を形成する。 製鉄炉から解けた鉄が流れ出てくるので、炉を壊さず炉の寿命まで連続操業ができる 

竪型炉が導入された初期の向田 A遺跡では、同時に鋳型が大量に出土したことから、まだ、十分明らかではないが、竪

型炉では銑鉄の操業も指摘されている。 

また、発掘された日本列島2013 新発見考古学展で紹介された武井製鉄遺跡群の近接する沢入B・大清水Bの両遺跡は 

タイプの異なる踏み鞴付製鉄炉を持つ9世紀半ばの遺跡であるが、いずれの遺跡の製鉄炉からも銑鉄が確認されている。 

 

いずれにせよ、竪型炉に伴って現れた踏み鞴の登場が製鉄炉の大型化・鉄の大量生産化の大変革をもたらしたことは否

めず、この武井製鉄遺跡群の近接する沢入B・大清水Bの両遺跡はたたら製鉄展開の歴史を考える上で重要な遺跡とい

える。 

同時に当初導入された踏み鞴付竪型炉が中心的な製鉄炉にならず、踏み鞴付き箱型炉に取って代わられたことにも注目。 

チタン含有量の多い砂鉄を原料にすると ”ねばい”鉄スラグを形成するので、竪型炉では 更なる大型化や安定操業

がむつかしく、周辺に砂鉄が豊富にあるこれら製鉄遺跡群では 大型化の進行と共に、箱型炉に取って代わられたと思

われる。  

この陸奥南部に登場した踏み鞴付きの竪型製鉄炉はどこから来たのだろうか・・・・・      

また、この先端技術を製鉄技術が未熟だったこの地に持ち込んだのは大和なのだろうか・・・     

それとも 東北・東国で連綿と続いてきた中国との独自ルートがもたらしたものなのか・・・                     

この武井製鉄遺跡群の鉄の工人たちのルーツを含め、まだまだ解明はされておらず、非常に興味深く眺めている。  
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